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業況、売上、採算

今 期 (2022.7 ～ 9) の 業 況 判 断 DI は

▲20.6で、前年同期(2021.7～9)と比べ

15.0ポイント低下しました。

来期(2022.10～12)は、業況の悪化

傾向が弱まると予想しています。
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▲19.4
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▲27.3

今期の売上DIは20.6で、前年同期と比

べ26.1ポイント上昇し、プラスに転じま

した。

来期は、売上の増加傾向が続くと予想

しています。

今期の採算DIは▲42.4で、前年同期と

比べ23.0ポイント低下しました。

来期は、採算の悪化傾向が弱まると予

想しています。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　製 造 業

売上（加工）単価、原材料仕入単価、設備操業率

今期の売上単価DIは58.8で、前年同期

と比べ50.5ポイントと大幅に上昇しまし

た。

来期は、売上単価の上昇傾向が続くと

予想しています。

今期の仕入単価DIは91.2で、前年同期

と比べ19.0ポイント上昇しました。

来期は、仕入単価の上昇傾向が続くと

予想しています。

今期の設備操業率DIは2.9で、前年同期

と比べ11.2ポイント上昇し、プラスに転

じました。

来期は、設備操業率の上昇傾向が弱ま

ると予想しています。
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●引合い 増加 不変 減少今期の引合いDIは11.8で、前年同期と

比べ11.8ポイント上昇しました。

来期は、引合いがマイナスに転じると

予想しています。
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6



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　製 造 業

資金繰り、設備投資

従業員、今期の雇用状況

今期の従業員DIは▲17.7で、前年同期

と比べ10.1ポイント上昇しました。

来期は、今期と比べ従業員数の減少傾

向が弱まると予想しています。
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今期の資金繰りDIは▲3.1で、前年同

期と比べ2.5ポイント上昇しました。

来期は、資金繰りがプラスに転じると

予想しています。

ＤＩ

ＤＩ

▲27.8

▲17.7
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▲5.6

▲3.1

6.1

今期の雇用状況について、自社の従業

員数が過剰であると回答した企業の割合

は2.9%、適正であると回答した企業の割

合は55.9％、不足していると回答した企

業の割合は41.2％でした。

2.9 55.9 41.2
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●今期の雇用状況 過剰 適正 不足

従業員数と雇用状況の相関関係につい

て、最も多かったのは「従業員数は前年

同期比で変わらず、充足している」とい

う回答で、製造業全体の44.1%を占めて

います。

次いで多かったのは「従業員数は前年

同期比で変わらず、不足している」とい

う回答でした。

今期従業員数 今期の雇用状況 回答数

過剰 0

適正 2

不足 1

過剰 0

適正 15

不足 7

過剰 1

適正 2

不足 6

増加した

不変だった

減少した
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　■札幌駅前再開発等の動きが活発だ。材料価格の上昇分は転嫁できていない。（金属製品）

　■円安と原材料高によって不安定な状況だ。（金属製品）

　■５月からの天候不順の影響が７月以降も続き、価格を改定できた商品とできない商品があった。原材料、

　　高騰している。（食料品）

　■製品により売上が多少増減したが、定番商品の状況に変化はない。原材料や包装資材の価格上昇が止まら

　　ず、販売価格を引き上げるだけではカバーしきれない。（食料品）

　■販売価格の値上げで売上が多少増えたが、仕入価格も上昇した。賃金を２～３％引き上げた。（食料品）

　■原材料費と水道光熱費の上昇により、業績が伸び悩んだ。人材確保に苦労している。（食料品）

［今期の業況について］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  製 造 業

　　包装資材、諸経費の上昇に価格改定が全く追い付かず、採算は大幅に悪化した。（食料品）

　■堅調だった加工食品の売上が落ち着いたように思う。主力原料の輸入数の子が円安の影響を受け、価格が

経営上の問題点

設備 投資 を実 施 した企 業の 割合は

55.9%で、前年同期と比べ14.2％上昇し

ました。投資内容は、1位が「生産設

備」、2位が「付帯施設」、「ＯＡ機

器」（同位）の順です。

来期に設備投資を計画している企業の

割合は44.1%で、減少を予想しています。

今期直面している経営上の課題は、1位が「原材料価格の上昇」、2位が「原材料費・人

件費以外の経費の増加」、3位が「従業員の確保難」の順です。

企業の声
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●設備投資 実施 未実施

0 20 40 60 80 100

原材料価格の上昇

原材料費・人件費以外の経費の増加

従業員の確保難

製品（加工）単価の低下・上昇難

生産設備の不足・老朽化

原材料の不足

人件費の増加

需要の停滞

事業資金の借入難

その他

熟練技術者の確保難

金利負担の増加

生産設備の過剰

製品ニーズの変化への対応

競争の激化
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　■人件費や諸費用がさらに増加すると思われる。（食料品）

　　格を可能な限り引き上げて、より利益を確保できる体制が必要だと考える。（ゴム製品）

［来期の業況について］

　■原材料価格が安定し始めると思うが、新規物件が動かないため、来年度の動向を注視する。（金属製品）

　■今期分の原材料は確保できたが、製品販売価格を引き上げねばならず、苦戦した。（食料品）

　■主要原料の羊肉の仕入価格の高騰が続いており、店頭販売価格も高い。（食料品）

　■家飲み需要の減少に伴い、売上が減少した。（飲料）

　■販売価格の引き上げにより、売上と利益がやや増加した。（食料品）

　■原材料の２次値上げがあると思われる。価格転嫁次第で収益は大きく変わるだろう。（紙製品）

　■販売価格の引き上げはある程度受け入れられているが、今期に引き続き仕入価格や水道光熱費、消耗品費

　　の引き上げが見込まれるため、採算の悪化は避けられない。（食料品）

　■１０月から健康保険、厚生年金保険の適用が拡大され、出勤日数の調整が必要な従業員が増える。生産お

　　よび売上への減少が懸念される。（食料品）

　■円安と原油価格高騰は続くが、原材料仕入価格は１０月以降徐々に低下すると思われる。販売価格を引き

　■原材料価格は今期と同程度で、高止まりを見込む。価格転嫁を進め、採算を改善する。（プラスチック）

　■引き続き原材料価格の上昇が見込まれる。販売価格への転嫁が急務となる。（プラスチック）

　■原材料仕入価格の上昇は今後も続く見込みで、利益率の低下が懸念される。販売価格へのこれ以上の転嫁

　　は難しいと思われる。（食料品）

　　上げられれば、昨年同期比１４０％程度の売上が見込める。（プラスチック）

　■原材料の仕入先の在庫が大幅に減少する見込みなので、売上の減少が予想される。（食料品）

　■新酒の発売により、売上を回復したい。（飲料）

　■原材料の種類によっては価格の低下を期待できるが、電気料の高止まりは続くと思う。（食料品）

　■コロナ禍による外出自粛の雰囲気もなくなってきているので、徐々に売上を安定させたい。（食料品）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  製 造 業

　　ており、収益は前年並みを維持できた。（紙製品）

　　るには他社から原材料を購入せざるを得ないが、プラント補修費や水道光熱費が転嫁された価格のため、

　　今期の仕入価格は前年同期比１４０％程度となっている。円安によりさらに値上がりすると思われる。対

　　して前年同期比の売上高は１２０％程度だった。製品販売価格の引き上げが遅れており、価格転嫁も不十

　　分だ。原材料の調達が難しく、末端の需要が減少している。人材は不足している。（プラスチック）

　■原材料価格の上昇と受注残の減少により、設備操業率が低下した。（プラスチック）

　■円安による仕入値の上昇および原材料価格の高騰が著しく、従来の価格での販売は難しくなった。販売価

　■原材料価格が引き上げられた。価格転嫁は２／３程度しかできず、採算が悪化した。（プラスチック）

　■原材料販売価格と製品価格を引き上げたが、依然として採算が取れていない。自社製品を安定的に供給す

　■原材料価格の値上げ等を受け、製品価格を値上げしたが、転嫁しきれていない。青果物等の取引量は増え
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